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量を持続する｡ これら果実中に蓄積される酒石酸のうち, 遊離の状態で存在するものは ごくわずかであ
り, 大部分は水に難溶性の塩の状態で存在しており, しかもこれらが遊離のものとたえず平衡関係にある




で生合成の前駆物質につき検討した結果, ウロン酸回路の関連物質, すなわち, グルクロノラクトンー6
J4C, アスコルビン酸-1-14Cから効率よく生成することを認めた｡ (特に.後者からの場合, 果実に注
入後24時間で 14Cの72%が酒石酸中にとり込まれていた｡)
さらに, この際に生成する酒石酸はカルボキシル基中に大部分の 14Cを合有しており, これらの事実か
ら, アスコルビン酸の炭素骨格のうち1位から4位までの部分に由来することを確証した｡








わらず, その系から除外される結果, 残留蓄積することを実証した｡ 次に酒石酸が糖の二次的な代謝産物
から生成されることを確かめ, さらに各種の標識化合物を用いて, 酒石酸がウロン酸回路をへて, アスコ
ルビン酸から生成することを初めて明らかにした｡ さらに酒石酸の炭素骨格が, アスコルビン酸の 1 位か
ら4位までの炭素に由来することをも証明した｡
このように本論文はブドウ果実における酒石酸の生成, 蓄積に閲し, 数多くの貴重な新知見を与えたも
ので, 植物生理化学, 果樹園芸学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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